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1．緒

　 2 相 ス テ ン レ ス 躙 は 、 酎応 力腐食割 れ 特性に 優れ て い る こ とか ら 、 原 子力発電設 備 や 化

学装 置 な ど広範 囲 の 構造物 に使用 さ れて い る 。 本鋼種 で は 、 オ
ース テ ナ イ ト （γ ） とフ ェ

ラ イ ト （δ） 量 の バ ラ ン ス に よ っ て 強度、 じん 性 お よ び 謝食 性 な ど が 支配 さ れ る 。 溶 接熱

影響部 （HAZ） で は 、 固溶化処 理 温度 以 上 に 加熱 され る た め 、 こ の バ ラ ン ス が崩 れや す く、

こ の 状態 で 時 効処 理 を行 う と脆化 が 促進 され る 可 能性が あ る 。 本研 究は 、
フ ェ ラ イ ト量 の

異 な っ た 2 種類 の 材料を用 い て 、 HAZ を 溶接熱 サ イ ク ル 再 現装置 に よ り再 現 させ 、 673Kの

温度 で 長時 間の 時効処 理 を施 した 後 、 破 壊 じ ん 牲試験 を 行 い
、 脆 化挙動 に つ い て 検 討 を 行

っ た 。 そ の 結果 に っ い て 報 告す る 。

2 ．試験 方法

　　　　 単 一 熱 サ イ ク ル の 熱 脆 化 に 関 す る 挙 動

2 相 ス テ ン レ ス 鋼溶接熱 影響部 の 熱 脆 化 に 関 す る 研 究 （第 一 報 ）
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（1）溶 接条 件 と再 現 HAZ の δ 量 　 　　 Fig．1　 Effect　 of 　 cooling 　 rate 　on 　 ferrite

　 Fig．1 に 溶接時の 冷却速 度 と再現 　 　　 　 　 content 　 subjected 　 to　thermal　 cycle
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HAZ の δ量 との 関係 を 示す 。 冷却速

度の 大 き い ほ ど δ は増 加す る 。 こ れ

は 、 冷 却速度 の 大 き い ほ ど 、 δ 一
γ

変態す る時 間的 余 裕が 少 な く、い わ

ゆ る 過 冷却度 が 増 す た め で あ る 。 し

た が っ て 、 小 入熱溝 接 ほ ど δ量 が 増

す こ と に な る 。

（2） 再現 熱影響 部の じん 性

　 Fig，2 は 時効 処理 前後の 再 現 HAZ

お よ び母材 の CTOD試験 結果 の
一

例を

示す 。 時効 処理 前 の 再現HAZ の CTOD

特性 は 、冷 速＝10〜 30K／s の 範 囲で は

母材 と大差 な く良好 で あ る 。 ま た 、

2 種 の 2 相鑼 間 の じん 性差 も比較 的

少 な く、時効 処理 前 の CTOD特件 に 及

ぼ す δ量 の 影響 は比 較 的 少 な い と言

K る 。

　673K、 28．　8Ms （約 1 年聞） の 時効

処理 後は脆 化 が 大 き く、特に冷却速

度 の 大 きい ほ ど脆化 が 大 きい 。母材

δ量 の 多 い B 鋼 で は、母材 で も時効

後の 脆化 が 大 き い
． 硬 さ 測定 の 結果

も合 せ る と 、 δ 量 の 多い ほ ど時効 に

よ る脆化が 大 きい と言 える 。

（3）硬 さ変化

1

　

　

　

0

（
EE

）
　
自

O
ト

り

　 AS
’
s
’
i吊ulatbd 　 HAZ

K　 　 se 　metal

　 〔3S 　　reGe ／rved ）

。．。 1L

一一 BASE　METAL
　 　 CR10

　 　 c民2e

　 　 CR3e
−一

Φ ■− BM −AGING
唖 冒CRIO 『AGING
凾，O 一卩CR20 ・AGING
− 一一CR30 ．AGING

　 　 　 　 　 　 ease　 mere ］

イ

踏 亨
罫

ン　　　　　　　　　　　　　　Aftet　aglng

50 　　　　100 　　　 150 　　　 200

　 　 　 　 　 　 Test　Temp ．

　 ．L −・　 ．＿⊥　．一＿A−」
250 　　　300 　　　350

（K｝

Fig．2　Transition　cttrves 　of 　CTOD　of 　base

　　　皿eatl 　and 　si 旧ulated 　HAZ　of 　steel 　B
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Fj9．3　　Effect　of 　cooling 　rate 　on 　hardness 　of

　　 steel 　B　subjected 　to　ther 田 al 　cycIe 　and

　 　 after 　ag ｛ng

　Fig，3 に 時 効処 理 前 後の 再現 fiAZお よ び母材 の 硬 さ測定 結果 の 一
例を 示す 。 冷 却速 度の

大 き い ほ ど 、 δ の 硬 さ は上昇 す る が 、特 に 時効処理 後 の 上 昇が顕 著 で あ る 。

一
方 、 オ

ー
ス

テ ナ イ トの 硬 さ は 時効処 理 の 有無 に 影響 を 受 けな い
。

（の　ミ ク ロ 組織 変 化

　時効処 理後 の 組織 を TEM 観 察 した 結果、 δ 中に は 微 細 な 炭化 物が 増 加 し、 δ 一
γ 粒 界

に は ラ ーベ ス 相 と思 わ れ る物 が 認 め られ た 。 硬 さ の 増加 は 微 細析 出物 の 増 加 に よ る もの と

考え られ る 。 析出物は ス ピ ノ …ダル 分解 に よ る もの 、 G 相等が 考 え られ、今後破壊 じん 性

と の 関1連 で解 析 が 必 要 で あ る。

4 、結　 論

（1）2 相 ス テ ン レ ス 鋼 の 再現 HAZ は 冷却速 度が 大 き い ほ ど δ が 増 加す る 。

（2）こ れを 6了3kで 時効 す る と脆化 し 、 δ量 が 多 い ほ ど 脆 化が 大 きい
。

（3）δ の 硬 さ は 時 効 に 因 っ て 著 し く硬化 し 、 微細 な 折出物 が 増加 して い る 。
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